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「欲深き人の心と降る雪は　積もるにつけて道を忘るる」

季節は暖かな春を迎えようとしているなか、寒々しい響きの道歌ですが、この

歌のとおり、欲の皮が張っていると、人は、人として歩むべき道をいつしか見失っ

てしまいます。

今月、創立八十二周年を迎える本会を、開祖さま（庭野日敬）とともに開い

た脇祖さま（長沼妙佼）は、逆に、常々「欲をはなれると徳がくる」と話してい

たそうです。

欲は自然のものですから、生きるうえでは必要なのです。ただ、必要以上に欲

が深い人は、「あれがほしい」「これも自分の思うとおりにしたい」と私利私欲にと

らわれるあまり、人への思いやりが二の次になりがちです。心が、「我」＝「自分の

こと」でいっぱいの状態だからです。

ところが、何ごとにつけ、ほどほどのところで満足できる人は、人のことを考え

るゆとりもありますから、たとえば好物が手に入っても「一人で食べてはもったいな

い。人にも分けてあげよう」という気持ちが自然に湧いてきます。そもそも、ほどほ

どをわきまえている人にとって、必要以上のものは欲しないといえましょう。

そうした人間らしい思慮や、他を思いやる気持ちが行動となってあらわれること

を、脇祖さまは「欲をはなれると徳がくる」といったのだと思います。それは、人

間がもともともっている徳分が、自然に滲み出るということです。

どうか
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法華経の「見宝塔品」に、法華経の教えを学び、実践する人は、ほんとう

の意味で精進する人であって、「是れを戒を持ち　頭陀を行ずる者と名く」とあり

ます。

辞書によれば「煩悩を振るい落とし、払い除く」のが「頭陀」の意味で、一

日一食を守るとか、ボロ布で作った衣を着るなど、そのための精進が「頭陀行」

です。

頭陀行といえば、「頭陀第一」と呼ばれた摩訶 葉が思い浮かびます。摩訶

葉は「衣や食や寝床などに、いっさい文句をいわず、満足する者である」と

伝えられています。

現代の私たちには、実践するのが難しいように思えますが、「何ごとに対しても、

不足を口にしないで満足する」というのは、授かったものに感謝して、自分勝手な「よ

しあし」をいい立てないということです。それに、頭陀行をごく簡単に「少欲知足」

と説明する文献もありますから、欲を少なくして足ることを知る生き方、与えられた

ものをできる限り素直に受け容れて、感謝のうちに暮らすことは、私たちが日ごろか

ら心がける姿勢と重なるものです。

また、自分自身の容姿などについて、それがなんであれ「よしあし」をいうのは、「自

分の命に対する不殺生戒をおかすことになる」と学んだことがあります。その意味

では、何ごとにも「よしあし」をいわない生き方は、先に述べた経文の「戒を持ち」

ということにも一致します。しかも、それができるのは、法華経を学ぶことで感謝に

目ざめるからだと受けとめられます。だとすると、法華経をとおして仏の教えを学ぶ

私たちは、いつでも「満足できる幸せ」のただなかにいるといっていいのかもしれ

ません。

しかし、そのように理解していても、ものごとを感謝で受けとれないときがありま

す。そうしたときには、合掌・礼拝などの「形」から入ることも大切です。

たとえば、食事の際に「いただきます」といって合掌するのは、その習慣によって、

食事が摂れることや食材の命、さらには生きていることへの感謝の心が育つともい

えるのですから。

生きていくなかで、授かったすべてに合掌する──そこに感謝と喜びがあり、

ほんとうの満足と幸せがあるのです。

（『佼成』2020年 3月号）
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サンフランシスコ教会で説法をする粕谷さん

この体験説法は、2019年9月29日に行なわれた、
サンフランシスコ教会発足40周年式典で発表されたものです。

皆さま、お願い致します。

本日はサンフランシスコ教会発足40周年記念と

いうおめでたい日に、説法のお役をいただき誠にあり

がとうございます。

私は、1965年、粕谷家の長女として生を受けまし

た。和歌山県で育った子ども時代、私は海外を紹介

するテレビ番組が好きで、国際的な生活に憧れ、高

校生の時に海外で暮らすことを決意しました。

高校卒業後の一年間、椎間板ヘルニアの治療の

ため、地元で入院と通院の日々を送った後、私は晴

れてサンディエゴの大学に留学することができました。

はじめのうちは、英語で学ぶことは非常に困難に思え

ましたが、環境学を専攻し、無事に大学を卒業するこ

とができました。卒業後は、日系の書店でアメリカでの

                                                             

最初の職を得ました。その頃、私は合気道を習ってい

たのですが、そこで後に夫となる男性と出会い、2年

ほどお付き合いをした後、結婚しました。

結婚生活はとても幸せでした。夫と共に家を購入

し、2人の娘にも恵まれ、子どもの頃に思い描いてい

た海外での暮らしが実現しました。

子どもを授かってからは、私は子育てにかかりきりで

働けなかったため、夫が一人で家計を支えてくれまし

た。警察署麻薬取締部の刑事をしていた夫は、勤務

時間の不規則な日が多いため疲れていたにもかか

わらず、休日にはガードマンとして働き、住宅ローンの

返済と家族4人の生活費を一人で担ってくれました。

結婚して8年ほど経ったある日、夫はしばらく一人に

なりたいと言って家を出て、アパートを借りて暮らし始

めました。私は娘二人と自宅での生活を続けていまし

たが、半月ほどすると夫からの連絡が途絶えてしまい

ました。

子どもたちを父親に会わせなければと思い、当時６

歳と4歳の娘を連れ、夫のアパートを訪ねました。しか

し、留守なのか応答がなく、会えずに帰ることが何度

も続きました。管理人に夫が本当に住んでいるのか

尋ねたこともありましたが、何も答えてはもらえませんで

した。

連絡が途絶えてから1ヵ月以上経ったある日、ドア

スコープから自分の姿が見えないようにしてドアをノッ

クすると、夫は玄関脇の窓から外を覗きました。その

時、夫の姿を見つけた長女が「ダディ！」と叫びまし
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た。娘たちには父親が窓越しにこちらを見ていること

がとても不思議なようでした。夫はというと、私たちを

見つけて非常に驚いた様子でした。

中からバタバタと部屋を片付ける音が聞こえ、しば

らくして静まると、夫は玄関のドアを開けて私たちを中

へ入れました。娘たちは久々に会えたお父さんに直ぐ

には近づきにくい様子でしたが、夫はハグをして話し

かけていました。その間、私が寝室に入ってみると、ベ

ッドシーツが剥がされていて、ベッドの下にイヤリング

が落ちているのが見えました。

私がそのイヤリングは誰のものかと聞くと、夫は突

然、私と離婚すると言い放ちました。私はそれまで、夫

が一人暮らしをするのは仕事が忙しいからだと信じて

いました。その夫からのあまりに唐突な言葉に、私は

頭の中が真っ白になり、返す言葉が見つかりません

でした。その日、夫のアパートから自宅まで、泣きなが

ら車を運転して帰ったことを今でもはっきりと覚えていま

す。

当時、私は働いていなかったため収入がなく、夫

婦共有の銀行口座の残額は底を突こうとしていまし

た。私の頭の中は「先ず私と子どもたちの生活費を

確保しなければ」という思いで一杯になり、3台あった

自家用車のうちの１台を売り、カリフォルニア州のチャ

イルドサポートサービスに夫の給与から養育費を差し

押さえてくれるように申請しました。

娘たちが夏休みに入ると、私は例年のように二人を

連れて和歌山の実家に帰省しました。夫との状況を

両親に伝えると、母は何も言わず、ただ悲しい顔をす

るだけでした。父はくも膜下出血で倒れたときの後遺

症で、当時、要介護度４の状態でした。その父がベッ

ドに横たわりながら涙を浮かべていた姿を今も忘れる

ことができません。

私は娘たちの夏休みが終わる2ヵ月後にはアメリカ

に戻る予定でしたが、アメリカでの今後の生活の見

通しがつかず不安だったことや、夫を許せない思いも

あったため、帰りの航空券が有効な６ヵ月間、実家で

生活しながら日本で暮らす可能性を探ってみることに

しました。

実際、私は塾の講師やウエイトレスをして生活費を

工面しました。父の介護医療費がかさみ、私の実家も

経済的余裕がなかったのです。母は父の介護に追

われ、子育てを助けてもらうのは到底無理でした。

娘たちは地元の幼稚園に通いました。幼稚園の行

事の時など、ほかの園児には両親や祖父母が見に

来ていましたが、私の子どもたちには母親の私しかい

ませんでした。お友達と遊ぶのが大好きだった次女

が、日が過ぎるにつれ、幼稚園に行きたくないと言うよ

うになりました。ある日、幼稚園に迎えに行くと、次女が

「私にはママがいる」と独り言のように呟くのが聞こえ

ました。「お父さんはいないけど、お母さんはいる」と

自分自身を励ましているかのようでした。当時、娘は二

人とも「お父さんに会いたい」と口に出しては言いま

せんでしたが、寂しそうな、そして不安そうな表情を見

せることがありました。私は、やはり子どもたちは父親

が身近に感じられる環境で育てるべきだと思うように

なりました。

そんな折、私宛に夫の弁護士から書類が届きまし

た。そこには、私が娘たちを誘拐したとして、夫がサン

ノゼ市の警察に搜索願いを出していることが書かれ

ていました。私は驚いて地元の弁護士に相談しまし

た。その弁護士によると、夫が娘たちを取り戻しに日本

に来たとしても、私と娘たちは日本の法律で保護され

ているため、二人を夫に引き渡す必要はないものの、

もしアメリカの警察が捜索に来た場合には、手が出
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せないとのことでした。私は、娘たちの養育や夫との

関係を考え、二人をカリフォルニアで育てていく決心

をし、航空券の有効期限が切れる前日の12月15日

にアメリカに戻りました。　　　　　　　　　　　      

カリフォルニアの自宅に到着すると、長女が車から

降りて玄関のドアを叩き、「ダディ！」と叫びました。する

と、家の中から夫の同僚が出て来たのですが、すぐに

ドアの鍵を締めてしまいました。車に戻って来た長女

からそのことを聞き、私は自ら自宅の玄関のドアを開け

ようとしました。ところが、玄関の鍵はすでに取り換えら

れており、家に入ることができませんでした。中に夫が

いるのが感じられましたが、ドアを開けてはもらえませ

んでした。　　　　　　　　　　　　　　　　

温暖なカリフォルニアとはいえ、12月中旬の屋外

は冬の寒さです。私たちは駐車した車の中で２時間

待ちました。その間、玄関の前で娘たちは「ダディ」と

何度も呼びかけましたが、ドアが開くことはなく、夫は

とうとう家から出て来ませんでした。すると、驚いたこと

に、そこにギルロイ市の警察官が現れ、「子どもたちを

シェルターへ連れて行く。明日迎えに来なさい」と言

いました。私は「その必要はない」と伝えましたが、そ

の警察官は私にホテルに泊まるよう指示し、子どもた

ちをサンノゼのチヤイルド・シェルターに連れて行ってし

まいました。　　　　　　　　　　　　　　　

私はもしものときに備えて、日本にいる間に前もって

サンノゼに宿泊先を探しておいたため、その晩はそこ

に泊まり、翌日二人をチャイルド・シェルターに迎えに行

きました。朝の7時から11時まで待たされたあげく、係

の人から「裁判が終わるまで母親には会わせられな

いので、子どもたちは父親に引き渡しました」と言われ

ました。私はその時、今後娘たちにもう二度と会えなく

なるのではないかと、不安で胸が一杯になりました。

しかし、その場ではどうすることもできず、一人で宿泊

先に戻るしかありませんでした。　　　　　　　　

　それから10日後、一回目の裁判が行なわれまし

た。私はとても不安でしたが、娘たちに会いたい一心

で裁判に臨みました。裁判の結果、週４日娘たちと一

緒に過ごすことが認められました。　　　　　　　

その後、離婚調停のため裁判所にほぼ２～３ヵ月

に一度出廷する状態が3年間続きました。その間、弁

護士への報酬など裁判のために費やした金額は5

万ドルに上りました。当時、私は働いていなかったた

め、収入はチャイルドサポートサービスを通して、夫の

給与から毎月一定額を受け取るのみでした。私は弁

護士費用を工面するため、生活費を切り詰め、一軒

家の一部屋を借り、そこに娘たちと３人で住んでいま

した。裁判にかかった費用は、私には本当に無駄な

出費としか思えませんでした。　　　　　　　　　

最初に依頼した弁護士には報酬として月に1000

ドル支払っていましたが、その働きは微々たるものでし

た。離婚調停はダラダラと長引き、私はカモにされて

いるから、その弁護士に頼むのを早く止めるようにと、

知人や友人から忠告を受けました。私との面会中に

弁護士が友人らしき人と電話でバケーションの予定

を話しているのを見て、私はその弁護士を頼りにする

のを止めました。　　　　　　　　　　　　　　

　その後、私は自分で書類を作成し、調停に臨むよう

になりました。裁判所の関係者から「あんな母親に子

どもの養育費を払う必要はない」などと中傷された

り、私の質問や申し込みに全く応じてもらえなかったり

するなど、外国人であるためか、不公平で不当な扱

いを受けたこともありました。　　　　　　　　　

離婚調停の終了が近づくと、どうしても弁護士が必

要になり、二人目の弁護士を雇いました。その弁護士
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が作成した養育費や財産分割を記した書類に不備
があると、会計士である私の知人が指摘してくれたた
め、私はその弁護士に「修正してほしい」と申し出まし
た。すると、その弁護士は、仕事に言い掛かりをつけ
たと言って、一方的に私の弁護を打ち切ってしまいまし
た。現に、その書類にあるべき一文が抜けていたため
に、養育費を月700ドル下げられてしまい、生活は困
窮し、子育てにも大きく影響しました。　　　　　
さらに、ある日突然、私は自分の銀行口座にアクセ
スできなくなりました。二人目の弁護士が、私に未払
いの弁護費用があるという理由で、借金回収専門の
弁護士を雇って私の銀行口座を凍結したのです。ク
レジットカードとローンで生活費を工面しながら、何度
もそれらの弁護士と裁判官に、２人の子どもを扶養す
る生活費が必要だと訴えましたが、その甲斐もなく、
9000ドルの支払いを命じられてしまいました。
弁護士や裁判所への不信感に加え、元夫と彼の

ガールフレンドから嫌がらせを受けたことや、不安定
な居住や経済状態が続いたことで、私の心は不安や
疑念や憎悪に加え「裁判には必ず勝つ」という思い
で一杯でした。精神的に、私はドン底の状態でした。
そんな中、私は以前勤めていたサンノゼ市の日本
語学校で再び働くようになりました。そこで、当時、サ
ンノゼ支部の副支部長をされていた小川ユキさんと
出会いました。小川さんも離婚経験者だと知り、私の
離婚の問題や苦しい心情を打ち明け、助言をいただ
くようになりました。小川さんは仕事で忙しい中、いつ
も親身になって話を聞いてくださいました。私の心の
中が裁判のことや生活のこと、娘たちの教育のこと、
そして自分自身のことで一杯だった時、「負けてもいい
じゃない。泣いてもいい人生はあるわよ。闘わなくてい
いのよ」と私を導いてくれました。小川さんには心の内

をそっくり話すことができ、小川さんが私の手を取って
一緒に歩んでくださったおかげさまで、当時の大変苦
しく困難な人生の難所を乗り切ることができました。今
思うと、仏さまは苦難の中にいる私に、小川副支部長
さんを通して、救いの手を差し伸べてくださったように
感じます。
その後、立正佼成会に誘っていただき、2010年に
初めてサンフランシスコ教会を訪れました。教会のあ
るパシフィカの町は私の故郷和歌山県南紀に似てお
り、訪れるだけでホッとしました。教会に入ると、お線香
の香りが静寂なホールに漂い、柔和な笑みを湛えた
ご本尊さまを眺めていると、スーっと心の中の暗雲が
消えていきました。長本教会長さんは、とても気さくに
教会に来ることを勧めてくださいました。私は、小川副
支部長さんのお導きにより、初めて教会を訪問したそ
の日に、入会のお手配をいただきました。
教会では、サンガの皆さんとご供養をし、根本仏教

の勉強をし、そして法座で話し合うことで、仏教の教え
を興味深く学ばせていただきました。日曜参拝に通うよ
うになり、よく冗談を交えてお話しされる長本教会長さ
んのご講話に聴き入りました 。
次に赴任された永嶋教会長さんの説法は「幸せ」

がテーマで、本当の幸せとは何か、どうしたら幸せに
なれるかを教えてくださいました。中でも、幸せになる
４つの言葉――「ありがとう」「ごめんなさい」「すば
らしい」「うれしい」――を日常的に使うと幸せになれ
ると説かれていたことが印象的でした。
そんな単純な言葉が幸せとどう結び付くのか不思
議でしたが、とにかく実践してみました。すると、これら
の言葉を口にすると、自分の心が明るくなるのを感じ
ました。そして、言葉をおかけした方々の表情が明るく
なると、それがまた私の心を明るくしました。離婚後、
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堅く閉じていた心の扉が、徐々に開いていくのを実感

し、自分らしさを取り戻していくことができました。

私の心が変化すると、私のまわりの環境も変化し

始めました。永嶋教会長さんが英語での説法に果敢

に挑戦されていることに感化され、私のチャレンジ精

神に火がつき、おかげさまで仕事の管理職資格を取

得することができました。ディレクターに昇格し、収入も

増えました。

サンフランシスコ教会には日本語を話す会員さん

たちも来ておられました。私は、二人の娘たちに教会

の方々との交流を通して、日常会話や礼儀、和を重

んじる日本文化を学ばせたいと思い、娘たちのお友

達も誘うなどして、二人が教会に行くことを楽しいと思

えるようにしようと努めました。

後にお友達が来なくなると、娘たちは「オバさんオ

ジさんばかりでつまらない」と言いながらも私と一緒

に教会に通い続け、最近はご供養でお役を果たし、

法座にも入り、イベントでは主力として活動していま

す。教会の中で、娘たちは協力することや役割を果た

すことの大切さを学ばせていただいています。二人に

は今後も仏教を学び理解し、これからの人生に活かし

て欲しいと願っています。

有り難いことに、サンガの中には子育ての先輩もお

られ、有益な情報や助言をいただくことができました。

日本育ちの私はアメリカで子育てをすることに不安を

感じていましたので、とても心強く思いました。

長女の中学校と高校の卒業式には、小川副支部

長さんが私と一緒に参加してくださいました。長女がミ

ス・カリフォルニア・ティーン・コンテストに出場した時は、

サンガの皆さんが出場のための資金集めに協力して

くれたり、舞台で使う装飾品を貸してくれたりと、様々

な応援をしてくださいました。カリフォルニア大学への

進学が決まった時も、長女の努力を認めて褒めてくだ

さいました。

次女の中学校の卒業式には、永嶋教会長さんが

ご夫婦で来てくださいました。次女はバレエを１０年間

習っていて、年２回、プロ公演にも参加しています。サ

ンガの皆さんはチケットを購入して見に来てくれまし

た。花束を渡してくださったり、何度も来てくださった方

もいます。

離婚調停が行なわれていた当時、私は自分と子

どもたちを守ることしか考えず、裁判に決して負けまい

と、元夫を責め続けていました。今、振り返って思うの

は、当時、どれだけ元夫が私たちの生活を守るため

に頑張ってくれていたかということです。今では元夫

が置かれていた状況に心を振り向け、彼に感謝でき

る私に生まれ変わらせていただくことができました。私

が２人の娘の母親にならせていただけたのも、彼のお

かげです。

思えば、離婚問題で人生のどん底にいた私が、今

このように生活していられるのは、小川副支部長さん

から「闘わずに、負けても、泣いてもいい人生はある

よ！人さまに合わせ、信じて、実行すると、ミラクルがあ

る。泥沼に咲く花のような人生もいい」と明るく、笑顔

で掛けてくださった言葉に、心の底から励ましていただ

いたおかげさまです。　　　　　　　　　　　　       

私は仏教に慣れ親しんで育ったつもりでしたが、知

識は浅く、信仰者には及びもつかない状態でした。し

かし、心が折れそうになった時、小川副支部長さんを

はじめ、サンガの皆さんがしっかり手を取ってくださり、

自分でも「負けても、泣いてもいい人生がある」と考え

られるようになると、それまでの人生観が一変し、ほの

かながら新しい人生観が私の心に芽生えました。そし

て、現象の見方を変え、安心して教えを信じ、行じた結



9LIVING THE LOTUS  MARCH 2020

果として、私は今の生活をいただけたのだと思ってお

ります。　　　　　　　　　　　　　　　　       

立正佼成会とのご縁をいただいて９年間、私と娘

たちは、立正佼成会の教えとサンフランシスコ教会の

サンガの皆さんに見守られ、育んでいただいたおか

げさまで、ここまで来ることができました。　　　　　

人生のどん底にいた時、私の言葉にできない苦し

みに耳を傾け、励まし、人の言葉をなかなか素直に聞

くことのできない私に、辛抱強く手を取ってくださった

小川副支部長さん、本当にありがとうございました。私

の願いは、小川副支部長さんのように、人生に迷い、

辛く苦しい思いをしている人を救うお手伝いができる

菩薩にならせていただくことです。　　　　　　　

　いつも温かく迎えてくださったサンガの皆さま、あり

がとうございました。今いただいている人生はサンガ

の皆さまのおかげさまと、心より感謝しています。

私も娘たちも立正佼成会とのご縁に日々感謝しつ

つ、このご縁を今後の人生を通してより多くの人々に

繋いでいきたいという思いで一杯です。そのために、

今後も娘たちと共に精進させていただきます。　　

教団創立１００年、サンフランシスコ教会５０周年

に向けて、布教伝道、手どり・導きに精進させていただ

くことをお誓いたします。　　　　　　　　

皆さま、ご清聴ありがとうございました。　　　　

　 　 　

法座に参加する粕谷さん
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